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地域におけるICT利活用 ～オープンデータ推進～
�

l 愛知県内のオープンデータ推進自治体へ訪問
（名古屋市、日進市、尾張旭市、長久手市、小牧市、豊明市、豊橋市、愛知県）

l あいち電子自治体推進協議会 オブザーバーとして参加（2015年、2018年）
l 名古屋市東区：「歩こう！文化のみち」 イベント情報のOD化→アプリ開発
l 尾張旭市、日進市、長久手市： オープンデータを用いた「防災啓発アプリ」
（～現在）

l 長久手市： 地域の課題・魅力投稿システム「ながくてフォトレポ」
l 尾三地区：７市町オープンデータ検討会（現：オープンデータ推進会議）
アドバイザー（～現在）

l 半田市：オープンデータ活用推進会議 アドバイザー
l 一宮市： ICT活用ワーキンググループ（オープンデータグループ会）
l 宮崎県小林市：地域の魅力投稿システム「すきれぽ」
l みよし市：生涯学習新春講座「オープンデータを活用してみよう」（市民向け）
l 尾張旭市：スマートスピーカーの活用（ごみ出し情報スキルの開発）
l 飛騨市：IoTによる観光振興の実証（ナンバープレート認証＆口コミ分析）

2015

2016

2017

2018



本日の内容

�

l 話題提供

l 尾三地区7市町の取り組み

l OD推進のための研究紹介

l まとめ



本日の内容

�

l 話題提供

l 尾三地区7市町の取り組み

l OD推進のための研究紹介

l まとめ



研究室で流行っていること！



Alexa スキル開発！

でも，なぜ？
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Alexa スキルを作れば，
最新機種のスピーカーがもらえる！
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研究室では・・・

l学生さんがスキル開発の勉強会を開催

l学部生が自治体のゴミ分別スキルを公開！
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安城市のごみ分別情報

オープンデータになっていない
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安城市のごみ分別情報

l 使ってよいのかどうか分からない
→ 今回は学生（市民）が直接問い合わせ

l データの整理に手間・時間がかかる

オープンデータにした方が良くないですか？



スキル開発で必要になるもの！
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Clovaは・・・
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高齢者でも使えるの？

��



幅広い世代へ向けて
アイディア次第で色々なサービスが提供できる！

そのためには，データが重要！
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本日の内容

��

l 話題提供

l 尾三地区7市町の取り組み

l OD推進のための研究紹介

l まとめ



尾三地区7市町における取り組み
～使いやすいODを目指して～

��



��

近隣７市町オープンデータ検討会

尾三地区自治体（日進市、みよし市、東郷町、豊明市、長久手市）
及び瀬戸市、尾張旭市

l 平成28年10月、日進市の呼び掛けにより尾三地区自治体に瀬戸市、
尾張旭市を加えた７市町で、オープンデータに関する勉強会を開催

l 同年11月～「７市町オープンデータ検討会」を立ち上げ

７自治体という広範囲な地域で、連携してオー
プンデータを整備することにより、オープン
データの目的である住民参画、産学官連携等を
いっそう促し、地域全体の活性化を目指す



��

当時の7市町のオープンデータ推進状況

平成28年（2016年）10月時点

l 尾張旭市が一歩リードして公開
（平成26年度から公開）

l 日進市は統計情報が中心
l 瀬戸市と東郷町はOD未公開
l 出している項目もフォーマット
もバラバラな状態
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「オープンデータ検討会」の実施
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「オープンデータ検討会」の実施
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「オープンデータ検討会」の実施
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７市町共通整備項目一覧（１３項目）
1. 子育て支援施設
2. 教育機関
3. 高齢者福祉施設
4. バス停
5. バス時刻表
6. 障がい者福祉施設
7. 医療施設
8. 避難所
9. 警察署・交番
10.AED設置場所
11.消防署
12.観光地
13.主要施設

l 愛知県のガイドラインを参考に、
13項目に決定

l 各項目のフォーマットを統一

l 市区町村コード、分類、名称、カ
ナ、住所、緯度経度などのデータ
項目や、その並び順についても７
市町で共通化し、二次利用者の利
便性の高いオープンデータとする
ことを目指す
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7市町共通フォーマットの例 避難所
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日進市がCSVに変換するExcelマクロを提供



2017年7月より順次、
7市町共通整備項目として公開！
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ユニバーサルメニュー

一般社団法人 ユニバーサルメニュー普及協会

オープンデータをはじめ
よう ～ 地方公共団体のた
めの最初の手引書 ～

「ユニバーサルメニュー（UM）」とは、NPO団体アスコエにより開発された自治体
Webサイト向け標準メニュー体系です。
ユーザーである市民にとっての分かりやすさや使いやすさを重視しています。
UMは一般社団法人ユニバーサルメニュー普及協会（UM普及協会）が管理・運営して
います。



��

ユニバーサルメニューに基づいた分類

◀ 瀬戸市の例

◀ 日進市の例

▲ 尾張旭市の例



��

7市町オープンデータ共通整備項目について

◀ みよし市の例

◀ 日進市の例

▲ 豊明市の例



��

7市町共通形式のロゴマーク



��

備考欄にロゴを付与

日進市の例 ▶

◀ 尾張旭市の例



��

相互リンク

◀ 東郷町の例

◀ 長久手市の例
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愛知県への提供

愛知県からの依頼：共通フォーマットを愛知県標準フォーマットとしていきたい

2017/8/14 7市町として了承した

7市町のフォーマットが
愛知県のフォーマットの一部に

オープンデータをこれから始める自治体にとっては有効！
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H30年度～「オープンデータ推進会議」

推進内容 推進担当市町

（１）共通整備項目の拡大等、
データの充実 瀬戸市・みよし市

（２）勉強会等の開催
豊明：庁内向け，東郷町：7市町対象 豊明市・東郷町

（３）実証実験等への協力 尾張旭市・長久手市

l 「オープンデータ検討会」から「オープンデータ推進会議」へ
l ３つのワーキンググループを作り，オープンデータ推進に取り組む
l 会議回数を減らし、ＬＧＷＡＮ回線を利用した掲示板を活用



��

考察

l 日進市が7市町を上手くリードしていた

l 隣の市がやるなら！と良い影響を与えた

l フォーマットがあったことで、担当課へのデータ提供依頼がしやすい

l 公開先が各市町のHPなので、予算がかからない（尾張旭市に習った）

l 7市町揃っているので、それなりに価値のあるデータが提供されている

l 今後どう項目を増やしていくか、活用事例が作れるかが課題

l 2017年12月に内閣官房情報通信技術（IT）総合戦略室より推奨データ
セット（ベータ版）が公開 → 愛知県の動向も見ながら検討

l ワーキンググループ形式により，個々の取り組みが広域連携での取り組み
に繋がっている



「オープンデータ検討会の活動のまとめ」としてWebで公開！

��

7市町の各公式HPにPDFファイルを掲載
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7市町オープンデータの活用例は？



7市町のデータで観光地紹介スキルを作れないか？

作ってみました！
尾張旭市 おすすめの観光スポットを紹介するスキル

尾張旭市 観光地のオープンデータ（7市町ODフォーマット）



更に，観光地の写真をオープンデータにしていると…

��

�
スカイワードあさひがおすすめです。
展望室からの景色や、天体観測室で
の星の観察が楽しめるほか、各種イ
ベントも開催されます。

尾張旭市のおすすめ観光地は？
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7市町のデータで観光地紹介スキルを作れないか？



Alexaスキルストアで公開！
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課題も明確に…

��

観光地ODの説明欄 写真OD

尾張旭市 ○ ◯

瀬戸市 ― 記載無し ―

長久手市 ― 記載無し ―

日進市 ○ ※やや観光地が少ない ―

東郷町 ― 記載無し，1件しかない ―

みよし市 ― 公園情報が紹介されていて，記載無し ―

豊明市 ○ ―

観光地の説明や写真を持っているのなら，是非ODに！



本日の内容

��

l 話題提供

l 尾三地区7市町の取り組み

l OD推進のための研究紹介

l まとめ



オープンデータ推進へ向けて

��

防災啓発アプリ 尾張旭市
＋尾三地区自治体

自助意識向上へ向けた避難所詳細情報の
公開（可視化）

ごみ出しスキル 尾張旭市
（春日井市）

アプリ向けに持っていたデータの利活用，
IoTデバイスへの理解

バス情報のOD
（GTFS）

尾張旭市
一宮市（半田市）

バス情報をGTFSに対応させる際の手順
を提案，マニュアル作成

ナンバー認証 岐阜県飛騨市 観光振興のためのIoT利活用
いずれはデータをODとして公開

写真のOD 尾張旭市 写真をオープンデータとして公開するた
めの方法

受付案内スキル
観光案内スキル

尾張旭市
半田市

行政データの利活用，IoTデバイスへの
理解

2018年度 研究テーマ



① 防災 ✕ オープンデータ



防災アプリの現状

45

市民にとって既知情報であり防災意識向上には更なる情報が必要

避難所位置情報を利用した経路案内がほとんど

l 避難所ガイドアプリが多い

l 防災情報に関する
自治体オープンデータも
避難所の位置情報が中心 ※ Webでの公開用として画像を加工しています。



市民利用を見据えたニーズ調査

��

１｜SNSニーズ調査

２｜Web検索傾向ニーズ調査

３｜被災自治体へのヒアリングによるニーズ調査

４｜被災地アンケートによるニーズ調査

５｜自治体Webサイト解析によるニーズ調査

避難所詳細情報や備蓄情報を市民に伝えることが必要



情報の選定

��

防災対策情報のオープンデータ化へ

防災対策情報を公開し、自治体の現状を伝える
防災対策情報の例

災害時用備蓄

収容可能人数

冷暖房

トイレ（仮設・常設）

風呂・シャワー

Wi-Fi 災害対応型自販機

炊事設備



自治体との連携

��

Webで公開している情報 → オープンデータ化しやすい

地域防災計画に掲載されている情報が有用



防災啓発アプリの企画・開発

��

自治体防災対策の限界を知り，自助意識を向上させる

地域防災計画の情報を活用した防災啓発アプリの開発

l 防災施設マップ一覧
l 避難所詳細確認
l 市の備蓄確認

避難所詳細情報
備蓄情報

防災関連情報の
オープンデータ

�活用データ



避難所の写真



備蓄の詳細
（品名と保有量）



施設情報と
利用の仕方



収容可能人数
（初期と長期）



実証実験の結果

��



防災情報のオープンデータ化へ

��

• 2016年 収容可能人数
• 2018年 防災資機材
をオープンデータとして公開



② 行政サービス ✕ AIスピーカー



スマートスピーカーとは

��

対話型の音声操作に対応した
AIアシスタントを機能を持つスピーカー

l ニュースや音楽を聴くことができる
l 家電の操作ができる
l 調べ物ができる
l アプリのような形で作成した機能を
利用できる

l Amazonのechoではそのアプリ
のことを「スキル」Googlehome
では、「アクション」と呼ぶ。
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行政サービスにおけるスマートスピーカーの活用

l 尾張旭市 スマートスピーカー活用に関する実証実験を開始（2018年7月～）
l ケアマネージャーさんにまずは自宅で活用してもらい、行動観察調査を実施
→ 市民が家庭で活用できるのか、高齢者でも操作できるのか

※ Webでの公開用として画像を加工しています。



実験で試してみたこと

�
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ごみ出し情報スキルの開発

��

スマホ向けアプリで使っていたごみ出し情報リストのデータを活用
→ 行政データ利活用の事例として展開

「さんあ～る」

- ゴミ分別情報のカレンダー機能
- ごみの単語別の分別帳機能

愛知県内15の市町村で利用：
名古屋市、豊田市、尾張旭市、半田市、常滑市、清須市、知多市、豊橋市、田原市、西尾市、小牧
市、新城市、犬山市、春日井市、豊川市、蒲郡市、高浜市

データを持っているなら、
オープンデータにしませんか？



ごみ出しスキルの現状（2018年9月）

��

Alexaスキルストアで公開されている「ごみ」に関するスキル

検索結果 43 件
l 豊橋市
l 横浜市
l 藤沢市 など・・・

※個人が作っているスキル
が多数

OD化された／されていないデータを活用したスキルが公開されている



ごみ出し情報スキルの開発
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��!�%&#���	��

���
#������

��
#����'�
(�

����! "���$�

�������

知りたいごみ種別のゴミ出し日を案内（燃えないゴミはいつ？）
ごみの分別方法を案内（乾電池の捨て方を教えて！）



ゴミ出し情報のオープンデータ化へ

��

尾張旭市：フォーマットを提案→オープンデータとして10月より公開



��

企業でのスキル開発へ

l 「さんあ～る」アプリを利用されている春日井市へ紹介
l 実際に市民に使ってもらうためには，継続的な運用方法を検討したい

l 「さんあ～る」を開発している，ディライトシステムに打診
l ディライトシステム版ごみ出しスキルを開発（名大と定期的なMTGを実施）

※ Webでの公開用として画像を加工しています。



��

ディライトシステムさんのごみ出しスキル

利用されたい自治体は，ディライトシステムへご連絡を！

※ Webでの公開用として画像を加工しています。



③ コミュニティバス ✕ Google Maps
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バス情報のオープンデータ（7市町共通フォーマット）

標準的なバス情報フォーマットでは無いため，活用範囲が限られる



バス情報の課題

��

バス情報が経路検索事業者に公開されていない
→経路検索に反映されない



バス情報を公開するためのフォーマット

��

����

l Googleだけではなく、Microsoft、Appleなどのサービスが対応しており、
実質世界標準

l 国が推奨している標準的なバス情報フォーマットはGTFSを拡張したもの
→GTFSに対応することで、多くの経路検索事業者に対応

GTFS (General Transit Feed Specification)



自治体職員の方だけでGTFSを
作成・更新できるように



様々な変換ツールが提供されている
（Excelが使えれば作成可能）

※但し，Googleとの契約や申請，
事前チェックなどのやり取りが必要

GTFS作成マニュアルの作成

��

GTFSに必要なデータ
-バス停の位置情報
-時刻表
-運賃
-運行日
-ルート情報

GTFS



GTFS作成マニュアルの作成

��

Googleとの契約方法や
フィードの作成，公開，更新方法なども解説



GTFS作成マニュアルの作成

��

GTFSに必要なデータ
-バス停の位置情報
-時刻表
-運賃
-運行日
-ルート情報

GTFS

l ルート情報をデータで持っていない
l 作成に手間がかかる



ルート情報の取得から公開

��

スマホのGPS機能を活用

GPXファイル編集ツール



ルート情報作成マニュアル

��

Google マイマップを用い
た手書きでのルート作成マ
ニュアルも作成中



ルート情報

��

ルート情報の需要
避難ルート、ウォーキングルート、観光ルート、通学路

尾張旭市
都市計画課

公開可能なものをオープンデータにすることで面的な活用に期待

職員だけでも情報の更新ができそう
手順書があれば専門知識の無い職員でも対応できる



④ 観光振興 × IoT（ナンバープレート認証）



IoTによる観光振興へ向けた実証実験（ナンバープレート認証＆口コミ分析）

��

l 飛騨市 ナンバープレート認証技術を用いた実証実験を実施（2018年7～8月）
l 市役所、図書館、観光客が利用する飛騨市役所駐車場にカメラを設置
駐車場の入口と出口でナンバー認証→ログデータを分析→観光客の属性を分析
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いずれは公開できるデータをオープンデータへ



��

IoTによる観光振興へ向けた実証実験（ナンバープレート認証＆口コミ分析）

l ナンバープレート認証の結果とSNS/口コミ情報を組み合わせて分析 → 観光振興へ
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※ Webでの公開用として画像を加工しています。



市長への報告

��



��

市長からの要望：平均滞在時間を入庫時間帯ごとに分析

飛騨ナンバー

飛騨ナンバー以外

※ Webでの公開用として画像を加工しています。



⑤ 写真× オープンデータ



写真オープンデータとは

��

風景や建築物の写真や，イラストなどをオープンデータ
として公開したもの

自前のサイトを作るにはコストがかかり、
既存の写真共有サービスは複数あり、選択が難しい
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写真オープンデータの現状

��

l 画像は表形式ではないため，どのような形式でアップロード
すれば良いか分からない（サイズ，解像度など）

l 標準フォーマットなどが無い
l 肖像権や所有権など，留意すべき点が多く，どの写真を公開
すべきかわからない

l 公式HPで利用しているサーバ容量の余裕がない（高解像度
の写真は公開できない）



「Facebook ページ」 の活用を提案

��

l 個人アカウントとは異なり，企
業や団体のビジネス・アピール
のためのページ

l アクセス数の解析なども可能

l 写真アップロード／ダウンロー
ド機能

l 写真アルバム機能を活用

写真を公開するだけでなく，PR／拡散することが可能



アルバム機能を用いいた公開例

��

l ライセンス等をキャプションに記入
l ハッシュタグの活用



アップロード方法を紹介

��



アクセス数を取得可能

��

※ Webでの公開用として画像を加工しています。



写真オープンデータを公開する際のガイドラインを作成

��



⑥ 観光／窓口 案内 ✕ スマートスピーカー



観光案内スキルの開発（半田市）

��

半田市オープンデータ

はんだで暮らす（写真オープンデータ）

半田市観光協会（イベント情報） 1月中にクラシティ半田
にて，実証試験を予定！



窓口案内スキルの開発（尾張旭市）

��

庁舎案内のデータを使って，窓口案内スキルを開発！

データ利活用のイメージを職員さんに意識してもらうことが狙い



窓口案内スキルの開発（尾張旭市）

��

担当課や知りたいことを質問すると答えてくれるスキル！

※ Webでの公開用として画像を加工しています。



窓口案内スキルの開発（尾張旭市）

��
1月中旬以降，尾張旭市受付窓口にて，実証試験を予定！

スキルのログを解析し，
何時に，いつ，どんな質問が多いの
かなどを分析することが可能



本日の内容

��

l 話題提供

l 尾三地区7市町の取り組み

l OD推進のための研究紹介

l まとめ



まとめ

��

l オープンデータは，地域ICT/IoT利活用を促進するきっかけ
（オープンデータを目的にしない）

l データを公開しただけで地域課題が解決されるわけではない
l 「防災啓発アプリ」のように，市民にとって必要な情報は何か
を考えて公開を推進していく（市民との協働が必要）

l 自治体に限らず，民間からもODが公開されれば，それらと組み
合わせて新たな価値が作られる

l ７市町のように，広域連携でICT利活用を推進することは有効
l 今後は，AI/IoT等を絡め，地域全体でのデータ利活用へ

総務省地域情報化アドバイザー制度をご活用ください！


